
特集･コンピュータネットワークとト‖TAC Lシリーズ

HITAC L-340システム
HITACHIComputer SYStem HnAC L-340

HITAC L-340システムは,分散処理コンピュータHITAC Lシリーズの最上位

機種として,HITAC Mシリーズの技術をベースに,分散処理への適応性を考慮し

て開発したものである｡

HITAC L-340システムの特長としては,

(1)最新の技術を採用することによる高い性能価格比の実現

(2)各種ネットワーク機能の充実

(3)簡易言語によるオンラインをはじめとする各種簡易化の実現

(4)サービスプロセッサの採用によるRAS機能の強化

などが挙げられる｡

ll 緒 言

HITAC L-340システム(以下,L-340と略す)は,1980年

代に対応する分散処理コンピュータHITAC Lシリーズの最

上位機種として,新しく開発された中形汎用コンピュータシ

ステムである｡昭和53年9月1号機の出荷以来ユ【ザーの多

大な好評を得ることができ,現在順調な′受注を得ている｡

この論文は,L-340の開発思想,ハードウェア及びソフト

ウェアの特長的な機能について述べる｡

臣l +-340の開発思想

L-340(図1)は,HITAC L-330システムとHITAC M-150

の中間に位置する汎用コンピュータシステムであり,ハード

ウエアの概略仕様及びソフトウェア構成は,それぞれ表1,

図2に示すとおりである｡

L-340の開発の背景として,次の六つの大きなニーズがあ

った｡

(1)HITAC Mシリーズ(以下,Mシリーズと略す)で開発さ
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れた高速,高信頼性の技術をもとに,新技術を積極的に取り

入れることにより,高い性能価格比と信績性を実現すること｡

(2)中形機でありながら,Mシリーズ大形機と同等の機能を

幅広く提供し,ユⅦサーの多様なニーズにこたえること｡

(3)分散処理,オンライン/ネットワークシステムが簡易に実

現できるハードウェア及びソフトウェアを開発すること｡

(4)ユーザープログラムの作成,システムの運用に関して,

できるだけ簡易化すること｡

(5)システムの規模に応じて,経済的な構成が組めるように

配慮すること｡

(6)従来のHITAC8000シリーズ,上位機種Mシリーズ,

HITAC Lシリーズ(以‾F,Lシリーズと略す)内での互換性

を保持し,下位から上位への移行を容易にすること｡

これらの開発ニーズをもとにL-340で実現したシステムの

特長を図3に示す｡
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図I L-340システム 高速大容量ディスク70MBX4スピンドルを接続Lた構内オンライン構成を示す｡
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表I L-340システムの概略仕様 システムの概略仕様を示す｡国中

*印の装置は,処理装置に内蔵された制御機様により制御される｡

装 置 仕 様

処 理 装 置

主記憶装置:最大容量512kB

チャネル転送能力:3MB/s

コンソールディスプレイ:Z.080字/画面

通信制御装置

内蔵形-:9.600BPS以下×最大8回線

独立形:9.600BPS以下×最大16回線

独立形 48kBPS以下×最大4回線

ディスク駆動妾置

35/70MBXIZスピンドルー

35/70MBX4スピンドル＋280MBX12スピンドル◆

100/200MBXi6スピンドル●

(50MB＋50MB)×4スピンドル*

磁気テープ装置
800/l′608BPI,50/100kB/s,200/320kB/s

6.250BPI,780kB/s

カード読取機 285枚/分一.800枚/分●,l.080枚/丸】.600枚/■分

カードせん孔磯 柑D桁/秒

カード印刷せん孔機 20枚/分I

紙テープ準置 読取508字/秒暮.せん孔I10字/秒-

ラインプリンタ
315行/分●.605行/分-.し008行/分-

1′500行/卦.2.000行/分

マークシート読取機 】80枚/分事,A4､はがき大

フロツピ･ディスク入出力装置

スタックリーダ形:3.600レコード/丸 ホッパ/スタッカ20枚

データステーション:3′600レコード/分,オフライン機能イ寸

内蔵形事:3′600レコード/分,オフライン機能なL

×¶Yプロッタ 400STEP/s◆,l′000STEP/s●ドラム式

グラフィックディスプレイ 格子数:l.OZ4×l.024●,4′096×4.096ヰ

ビデオデータターミナル

制御装置内蔵構内オンライン用事

l′920字/画面,10kB/s

回線用l′920字/画面,2′408/4′800BPS(特定)
椰

末

l′200BPS(公衆)

生産管‡里端末
プラズマディスプレイ,カードリーグ,トークンカードリーダ,

ジャーナルプリンタ,プリンタ,ラインプリンタ

データ･エントリシステム フロッピディスク,プリン久 キーボード

インテリジ工ント端末
フロッピデイス久 ディスプレイ,70ラズマティスプレイ.

プリン久 インサータ

そ の 他 RJE端末,グラフィック端末,複合ターミナルシステム

VOSl‾S(Virtua=)peraいng Systeml-S)

制御プロ グラム

田 高性能高信根性システムの実現

L-340は,Mシリーズで開発された高速,高信束£=隼の技

術をべ【スに,マイクロプロセッサ,16kビット/チ･ソプの

NMOS(N-ChannelMeta10xide Semiconductor)ICメ

モリ,機能分散形処理業置方式など最新の技術を加えて,満

作能高信頼件を実現Lている｡

3.1 弓幾能分散形プロセッサ

図4にL-340処理装置の構成を示す｡

L-340処]哩装置は機能別にモジュール化した複数のサブ･

プロセッサで構成されており,命令を実行するBPU(Basic

Processing Unit),チャネル･入出力制御を実行するIOP

(Input Output Processor),コンソール制御･RAS(Re-

1iability,Availability and Serviceability)機能を実行す

るSVP(Service Processor)及び主記憶装置のアクセス･

DAT(Dynamic Address Translation)を制御するMSC

(Main Storage Controller)が,デMタバス,SVPバス

に接続された機能分散方式を抹用している｡

機能分散形プロセッサの持士主を次に述べる｡

(1)命令の実行と入出力動作の実行が,別々のプロセッサに

より並列に動作することによI),入出力動作実行のために命

令実行に与える-F渉をなくすことができ,システムの性能向

l二が図れる｡

(2)プロセッサが機能的に分かれているため,故障箇所の局

所化が容易になり,保寸:性を高めている｡また保守機能をつ

かさどるサービスプロセッサが独二､工しているため,本イ本系の

他の部分(BPU,IOP,MSC,MS他)の障吉に対し,高

レベルの再試行,i牧障診断がロー能である｡

3.2 RAS機能の充実

L-340では下記のような新しい技術を取り入れることによ

スーパバイザ,データ管理(SAM,DAM,ISAM),ジョブ管理(システム制御,ジョブ制御,スプール制御),通信管王里

処理プロ グラム

``NHEJP''

COBOL

拡張COBOL

拡張FORTRAN

実行形FORTRAN

最適化Pし/Ⅰ

拡張RPG

H一丁AC8150エミュレータ

ファイルコンバータ

〔パッチサービス〕

簡易ユーティリティEASY

システムユーティリティ

ファイルユーティリティ

ソートマージ

システム支援

リンケージエディタ

拡張リンケージエディタ

ライブラリアン

プログラムテスト支援

障害記録支援

〔ネットワークサービス〕

ファイル伝送プログラム

FIT

リモートバッチ処理

RMT

リモートバッチ端末処理

RESP

通信制御装置

ローダ/ダンプ

〔ディスプレイサービス〕

画面定義プログラム

グラフィックディスプレイ

サービスプログラム

BGSP

図2 +-340のソフトウェア構成 ト340のソフトウェアVOSトSの構成を示す｡
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簡易オンラインパッケージ

CUTE

オンラインコントロール汎用

パッケージ TMS-1

データベース用パッケージ

PDM

部品展開プログラム

PSR

COBO+ゼネレータ

SCORE

数値計算プログラム

MS+,MPJLPF

設計計算プログラム

STRESS,ECAP-S

図形処理プログラム

X-Y PJOT

シミュレーションプログラム

GPSS,SDS

数理計画

MPS,MPS-RW

統計予測プログラム

BMD,BASIS

PPSS,TIMES

プロジェクト管理

PCMS
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高 性 能
樵能分散形プロセッサ

高速入出力装置の接続

仮想記憶方式によるトータルスルー7■∴ソトの向上

高 信 頼 性
サービスプロセッサの壬采用によるRAS機能強化

重要回路二重化,自動回復樵能

入出力装置の時間監視によるハングアップ防止

拡 張 性
主記憶容量最大512kB,仮想記憶容量16MB

ディスク容量最大3β40MB,チャネル転送能力3MB■s

各種拡張ランゲージ

オンライン′/ネットワーク

へ の 適 応

ネットワーク機能(RESP,RMT)

簡易オンライン制御プログラム(CUTE)

ファイル伝送70ログラム(FlT)

インテリジェント端末,構内オンライン用端末

ユーザープログラムの

生産性向上

簡易言語"NH巨LP''

簡易ユーティリティEASY

テ一夕ベース用パッケージPDM

システムゼネレーションの簡易化

運用 効率 の 向 上
ワンタッチオペレーション(PFK,コマンド省略形)

ディスクスペースの自動割当

ボリュームの自動認識(AVR)

自動電源切断,警報樅構

ソフトウエアモニタ′′■エディタ

経済的な構成の配慮

システムの互換性

低価格な入出力装置の開発

VDT制御棍構,通信制御樅構

入出力制御機構の処理装置内蔵

H什AC Mシリーズとの互換性

HITAC8150からの移行性

図3 L-340システムの特長 開発のねらいに対Lて,+-340で実現し

たシステムの特長を示す｡

r)RA S機能を充実している｡

(1)高信頼度部品の使用

LSI(大規模集積回路),MSI(中規模集積回路),16k

ビット/チップICメモリなど集積度の高い部品を用いて部品

点数を減少し,更に,使用部品については全数の試験とエーー

ジングを行なって,部品の信頼性を高めている｡また更に大

形プリント基板を採用することにより,----一一つの機能ブロック

をプリン･ト基板1枚で実現し,コネクタなどによる接続をで

きるだけ少なくするなど,実装面でも信頼性の向上を考慮し

ている｡

(2)RAS機能

信束副生,保守性を向上するために,単に部品の信頼件を高

めるだけでなく,システムとしての信頼性向上の工夫が重要

である｡L-340では,ソフトウェアのサポートを含めて階層

的なRAS機能により信頼性の向上を図っている(図5)｡

誤動作が発生すると,処理装置及びチャネルでは,命令再

試行又は入出力コマンドの再試行を行なう｡主記憶装置に関

しては,1ビット誤r)を自動訂正し,2ビット誤りを検出する

エラー訂正コードを用いた｡ハードウェアによる再試行に失敗

r一‾‾

I
I

1

1

L

データバス

SVP

CD

MS

MAX.512kB

MSC

BPU

注:略語説明

BPU=BasIC

IOP=Input

MSC=Main

SVPバス

__∠___■

IOP

IDC

DK

CRC

LPC

FDC

Prooesslrlg Unit

Output P｢ocesso｢

Storage Control始r

∈三

CR

LP

IOP

FD

l

_____+

BYMPX

BLMP)く

MTU

VDTC

ICA

…Q
VDT

MS=Mai[Sto｢8ge

SVP=Ser〉lCe Processor

CDニhConsole Disp【ay

IDC==Integrated Disk Cont｢Olle｢

CRC==Card Reader Controlle｢

LPC=Line Prinてer Cont｢oller

FDC=Floppy Disk Cont｢olle｢

BYMPX=Byte Mu】tip始×0｢Channel

BLMPX=Bbck M山tiptexor Chan[ei

VDTC=Vjdeo Data TerminalCont｢0】始r

ICA=Integrated Communication Adapto｢

図4 L-340処理装置の構成 +一340処王里装置は.機能別にモジュール

化されたサブプロセッサの組合せにより構成されている｡

した場合,更にソフトウェアによる回復動作を行なう｡ソフト

ウェアによる回復ができなかった場合には,エラーの起きた

ジョブだけを切り離L,他のジョブは続行できるようにLて

いる｡主記憶装置の異常時には,異常の起きたページを切り

離L,システム全体の処理を続行させることができる｡

障害修復機能としては,サービスプロセッサによりログアウ

ト情報を分析し,故障位置を指摘するログ情報解析機能と,

保守用のフロッピディスクからロードするマイクロ診断プロ

グラムとがある｡

田 オンライン/ネットワークシステムへの適応

L-340では,従来のユーーザrのオンライン利用形態を代表

的なパターーンに分類し,パッケージ化することによって,オ

ンラインシステム建設の省力化を図っている｡

4.1"NHEJP''オンライン(CUTE:Customer,s Terminal

Equipment Support System)

`-NHELP''(New HitachiEffective Library for Pro-

gramming)オンラインシステムは,ユーサーーが簡易言語"NHELP'†

を使用して,システムの構成やデ【タの処理一千順を記述する
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事 前 診 断

マシンチェック検出

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
･
巾
ノ
エ
ア

保

守

動自 訂 正

不成功

ハードウェア再試行

不成功

ソフトウェア再試行

不成功

障害部分切離L

不成功

修 復

成功

(
†

(

電源投入時

マイクロ診断

パリティチェック

サイクリックチェック

ニ重化比較チェック

1ビットエラー訂正

ぐ

(三

(

(
システム動作続行

令再試行

マンド再試行

フトウェアによる

試 行

障害タスク切離L

障害ページ切離し

ログ情報解析

ログ情報編集プログラム

マイクロ診断

図5 +-340におけるRAS機能 +-340のRAS枚能は.大きく分類す

ると図示のように7段階から成る｡

一

｢■

一
一
■
■
■
-
L

ことによって,容易にオンラインシステムを建設できるよう

にしたものである(図6)｡

(1)業務処理プログラムは,端末とのデータの入出力を含め

て,簡易言語NHELPで記述できる｡

(2)端末装置のキータッチアクションで,必要とする業務手

順を呼び出すことができる｡

(3)オペレーション上の誤操作の検出と回復,

アイル障害が発生したときの回復機能をもち,

オンラインシステムを作成できる｡

4.2 リモートバッチネットワークシステム

コンピュータの利用が進んでくると,本社,

などにその場所に応じて,大形から小形まで,

ユーータが導入されるケースが多い｡この場合,

端末障害,フ

信頼性の高い

営業所,工場

複数のコンビ

コンピュータ

間を通信回線を介して接続し,相互に情報を交換し,業務処

理負荷の平準化を図り,処理の高速化ができれば非常に効率

が良い｡

このような目的を実現するため,L-340では,リモートバ

ッチ端末処理プログラム(RESP:Remote Batch Station

Program)及びリモートバッチ処理プログラム(RMT:Re･

mote Batch Program)をサポートした｡

(1)RESPは,大形コンピュータMシリーズを親コンピュー

タ,L-340を子コンピュータとし,子コンピュータでは処理

時間が長くかかるジョブ(仕事)やプログラムの大きいジョブ

を子コンピュータから入力して,遠隔地の親コンピュータで

高速処理して結果を迅速に出力できるようにLた汎用プログ

ラムである｡

(2)RMTは,更に小形コンピュータ(HITAC L-330,

HITAC L-320,HITAC H-20,HITAC T-540/30)を子

コンピュータとし,子コンピュータからのジョブをL-340で

処理し,結果を子コンピュータにイ去送する機能をもった汎用

プログラムである｡

(3)RMT及びRESPを組み合わせて使用することにより,

孫コンピュータから入力したジョブをL-340で中継L,親コ

｢;芯よ蒜1

VOSl-S

l

ll l

… パラメータ:lCUTE実行プログラム

‡

l
l lr

l l

+___-__+ +_

l l l
‾■■■‾‾､■‾■■■■‾■■■■■■■■‾‾‾‾‾▲■■■■■■■■■■‾■■■`■■■‾`‾｢

業務処王里プログラムの作成 !
‡

業

務

業

務

業

務

● ●● ● ● ●

業

務

‡ 処 処 処 処

(ラメ一夕
l

l. 理 玉里 理 ‡里

プ``NHEJP”
フ フ フ

｢
lr

口 口 口 口

l グ グ グ グ

____-____-__+
ラ

ム

1

ラ

ム

2

ラ

ム

3

ラ

ム

†l

図6 NHEJPオンラインシステムの構成と処理パラメータ ユーザーは,点線で囲まれた部分の

パラメータを用意するだけで,簡単にオンラインシステムを建設することができる｡
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ディスプレイ端末画面の定義

パラメータ

画面定義プログラム

_____-___+

オフライン処理

パラメータ

CUTE支援プログラム
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HITACし-330

RESP

HITAC し 340

H一丁AC

Mシリーズ

R M T

H】TAC L-340

RESP

RESPF RMT

､._.⊥_...._.

(中継)

注:略語説明

RMT=Remote Batoh Program

RESP二ごRemote Batch Stat10n P｢og｢am

図7 リモートノヾッチネットワークシステム リモートバッチ処王里

(RMT)及びリモートパッチ端末処理(RESP)によるネットワーク例を示す｡

RMT及びRESPを組み合わせて使うことにより,中継機能が可能である｡

ンピュータに亨度し,親コンピュータからの結果を孫コンピュ

ータに送ることも可能である｡
図7にリモートジョブネットワークシステムの例を示す｡

ヰ.3 ファイル伝送プログラム(FIT:File Transmission

Program)

リモートジョブを,その処理を依頼するホストに送るとき,

同時に取り扱うデータファイルも転送しなければならない｡

また,分散処理システムで,各営業所は,受注,出荷,売

上げなどの伝票発行を行ない,その日の日計データを本社に

送り,毎日の営業状況を把手尾するシステムがある｡ファイル伝

送プログラムは,このように蓄積されたデ”タを一 一括して他

システムへ送ったり,受け取ったりする機能を簡易に実現する

ためのもので,一矢に述べるような特長をもってし､る(図8)｡

(1)ファイル伝送プログラムにパラメータを与えるだけで,

通常のバッチジョブのイメージでファイル伝送が可能になる｡

(2)ファイ′レ伝送時にデータの圧縮/復元を行なうことによ

り,伝送効率を高めている｡

(3)ファイル伝送中のデータ抜けをチェ､ソクすることにより,

データの信頼件を向上している｡

l司 システム建設工数の軽減と運用効率の向上

ユーザ【プログラムの生産性向上,インプットシステムの

効率化及び運用オペレーーションの負荷を車軸戎するため,次に

述べるような配慮をしている｡

(1)コンピュータの鶉叩ヨ家でなくても,実務の経旗者であれ

ば,容易にプログラム可能な簡妨言語-`NHELP■■をサボー｢卜

した｡いNHELP''の基本的な考え‾万は,事務テ∴一夕処理の幾

つかの基本処三曙,例えば,｢即i介する+,｢作表する+,｢分頬

する+,｢変検する+,｢チエ､ソクする+などをライブラリの形に

作成しておき,ニれをパラメ肝タによって自由に組_み合わせ

て他用できることである｡

(2)ユ【ザ【のフ7イル/ボリュームの作成,更新,保守な

ど,よく使われるユーティリティを,筒中なパラメータと･操

作で実行できるようにするための簡易ユ【ティりティEASY

(Effective Utility Program for Aidin System Oper-

ation)を開発Lた(図9)｡

(3)システムの自動運転のための機能として,PFK(Pro-

′

HlTACし-340

FIT

′

/

【lTAC L-330

F汀

■一一一一---一一

HITAC L-320

FIT

､--■■__

ディスク

○

フロ･ソビ

デイスク

注:略語説明

F什=F】】e Transmiss10n P｢og｢am

図8 ファイル伝送プログラムによるネットワークシステム

ファイル伝送プログラムFITによるネットワーク例を示す｡フロッピディスク

及び磁気ディスク上のファイルを簡単なパラメータで他システムヘ転送するこ

とができる｡

カード

印刷

磁気テープヘの複写

ディスク

初期設定

ラベル情報の印刷

ファイル内容の印刷

指定エリアの印刷.･ノ変更

H什AC L340

パラメータ

]

磁気テープ

初期設定

チータヘの位置付

印刷

複写

フロッピティスク

ラベル情報の初期設定

ラベル情報の印刷

ファイル内容の印刷

指定エリアの印刷

図9 簡易ユーティリティEASYの機能 簡単なパラメータをコン

ソールから入力することにより,各種ユーティリティ機能の運転が可能である｡

grammed Function Key)によるコンソール操作の簡易化,

入出力装置からのジョブの起動及び打切り,更にディスクスペ

ースの自動割当て,自動ポリュ”ム認識などをサポートした｡

(4)仮想記憶方式を採用し,プログラム作成時の物〕璽的メモ

リ制約からの解放,ジョブスケジューリングの容易化を図っ

ている｡

(5)遠隔監視装置,リモートコンソール及び警報機梼を用い

て計算機室外からのシステム監視並びに運転制御を可能とし

た｡また,自動電源切断機構を用いることにより,仝ジョブ

終了時自動的にシステムの電源を切断することができ,夜間

などの自動運転を可能にした(図川)｡
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計算機室

処理装置

自動電源

切断機構

異常警報

機 構

オペレータ控重など

リモートコンソール

コンソール

ティスプレイ

スピーカ

遠隔監視装置

i

｢毒i右京㌃妄

区ItO コンピュータ室夕十からのシステム監視制御
室からシステムの監視及び運転が可能である｡

○ ′くル

オペレータは別

t司 経済的な構成の配慮

ユーザーのシステム規模に応じて経済的なシステム構成を

選択できるように;欠の配慮を行なっている｡

(1)L-340の処理装置は,先の図=に示すようにコンソール

ディ スプレイが内蔵されている｡ニのほかにディ スク制御装

置,通イ言制御装置,ビデオデータ端末制御装置及び各種の入

山力制j卸装置がこの1宝体内に実装され,経済的でコンパクト

･･1･､1･･1～､′/

文論

は襲棚汗瑞箋駈榔は讃当別説毯鰻怒議網削
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なシステムを′実現Lている()

(2)処理業道内蔵形で､1[巨Ⅰ線単付二に才虫_;仁して増設叶能な旭

イ∴アダプタを開発L,川線数の少ないゴ易ナナでも経†角的なオン

ラインシステムが偶成できるようにした｡

呵 システムの互換性

L-340は,HITAC 8150及びMシリーズとフ欠♂)ような互換

什をもっている｡

(1)HITAC 8150とは,HELPIトB(乃ソースプログラムで

L-340c7)--NHELP'､と‾/7二枚什をもつ｡‾必二,HITAC8150に

倒しノてはインテグレーーーテッドエミュレータを川音し,オブジ

ェクトフゝ■ログラムレベルでの実イニfを‾吋能にしている｡

(2)Mシリーズとは,ソ=スプログラムはもとより,パラメ

ーータ,デ【タ‾交換媒体及び過イ三フォーマットとの古拙件をも

たせ,システム相可二間の接続,_1二付ニシステムへの移行を答易

にしている｡

Ia 結 言

L-340システムは,分散処理コンピュータLシリー一一ズの殻

_l二位二機純とLて,Mシリー-ズの才女祢Jをベーーースに,分J枚処理へ
の適応什を考慮Lて開発Lたものである｡J

そ♂)特士壬とLては,

(1)舷新の技術を･採用することによる高い竹三能価格比の尖_呪

(2)各柁ネットワーク機能の充′夫

(3)簡妨言L言たによるオンラインをはじめとする各椎簡易化の

二実現

(4)サーービスプロセ･ソサの抹用によるRA S機能の強化

などが挙げられる｡

ホログラムイ寸マイクロフィッシュ検索装置の試作

日立製作所 宮本慶一･有本 昭

電子通信学会誌 61C-339(昭53-6)

ニの.論文は,レーザホログラフィによる

ディ ジタルメモリ とマイクロ7イ･ソシュを

組ふ†ナわせた新Lし-Human readable-

Maehine readableな検索装こ耳を開発する

ために試作した装帯の光･ツ:系,北棟山〃式,

ホログラム作能などについて述べてし､る｡

試作紫･[引まマイクロフィ ッシュフイルム

とホログラムメモリフイルムとを
一一体化L

た読出L表示装盲琵とマイクロコンピュータ,

入出力データタイプライタで桃成きれ､メ

モリは流出し専円である｡マイクロフイ､ソ

シュは,酬象メモIjとして用しゝジャケット

1柁当たり36駒,総量2×104駒,ホログラ

ムはディジタルメモリとして用い,ジャケ

ット1校当たり2,000佃(140k bit).総量

1.4×107bit が記憶可能である｡ホログラ

ムはフイルム上に20列×100個/別のマトリ

ックスに配列され,列方向に移動きせて詫

ふ出す｡

流山し逆性は,ジャケ‥ノト1柁を‾､l三均4

秒で,またジャケット内は0.5秒のラング

ムアクセスができる.1二の袋帯では,ホロ

グラムメモリの怖撒をマイクロコンピュー

タのプログラム,検謹言用伯封まなどに利咽で

き,多様な処芦担が可能なように鳩成されて

いる｡

二の検索装置を構成する場で},光子イン

タルメモリの付与方式につし-て トノト士〔と

ホログラム∫〔とを比較L,髄梢桁僅FlてJにホ

ログラムプノJ･(が非′.削二有利なことを示して

いる｡ホログラムはフーリエ変換方式を用
い 帖幸艮を2dot/bit77Jてで記録,読州L

を行なうこつまた光学系の′ト形化を1珂るため

に,フーIjェ変授光学系の設計ノJ式を示L

ている｡

ホログラムメモIjの読【L王-1Lは,マトリlソ

クスニ伏の トソトパターン再′卜條をホトトラ

ンジスタアレイで′ヱうとする｡ホログラムは,

列ノJ向に連続的にヰ多軸させながら各ホログ

ラム内の怖幸ほを分維読出Lする｡二のため

に,新しく考案Lた井刺タイ ミングパターーー

ン仲′卜方式を川いている.ユ ニjLにユリ,ホ

ログラムの境界を止確に.識別し,ホトトラ

ンジスタを苔柿モードで用いることを可能

にしている｡タイ ミングパタ【ンは梢報を

r言亡ま遺するときに同時に記鈷するが,隣合う

ホログラムから再生される嘩点は2偶の位

置に交/J二に現われるようにされ,差動光検

Jlほ吋能にしている｡ニの方式の特徴は,

雑音光,再十光強度変化,レ】サパワⅥ愛

車如二宗き響されにくいことである｡

ホログラム作成用の専用装置の光学系に

ついても述べてし-る｡特に,再生効率を高

く,安定にするためランダム7ェ【ズシフ

タを用いているが,ドット1個当たり微′ト

ランダムフェーズシフタが10個ぐらい含ま

れるようにL,少数トソトパター･-ンでの効

果を高めている｡再生効ヰくはKODAK SO-

173フイルムで,予備硬化付フェリシアンカ

リウム漂白式で6.4%±2%を得ている｡こ

れらの‾方式により,ディジタルメモリとし

てマイクロ7イ･ソシュ検索装置へ応用が可

能なことを示Lている｡




